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高分解能衛星データを用いた
地物変化自動検出システムの構築に関する研究

研究発表・論文投稿
2009年11月の日本リモートセンシング学会にて， "ピクセルベースの変化検出アプローチの比較及び災害事例への応用に関する一検討"で発表
2010年5月の日本リモートセンシング学会にて"反射率ベースの変化検出システム"について発表予定
2010年7月のIEEE International Geoscience & Remote Sensing Symposiumにて"Case studies of automatic change detection using AVNIR-2 onboard ALOS"で発表予定
2010年秋の日本リモートセンシング学会にて"多時期のアーカイブデータの分析をおこなったロバストな変化検出"について発表予定
修士全体の研究内容で日本リモートセンシング学会誌に論文投稿予定

ALOS"だいち"搭載 AVNIR-2
可視3バンド + 近赤外1バンド

地上分解能 10m, 観測幅 70km （直下）
回帰日数 46日, サブサイクル 2日

2006年～現在まで継続運用中
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自動化を目指す３つのプロセス

目的：地物変化自動検出
衛星データを用いた地物変化検出は土地利用・土地

被覆調査や発災時の被害状況把握などに有用である．
このごろの観測センサの高分解能化，アーカイブデー
タの累増により，更に詳細な変化検出が可能となって
きている．しかし，膨れあがっていく衛星データをど
のように処理していくかという問題は未だ解決されて
いない．

このような背景から，本研究では地物変化自動検出
を目指している．

反射率ベース
変化検出システムの提案

上記の課題を考慮して，地上反射率に変換した衛星
データを用いて変化検出を行うアプローチを提案する．
地上反射率は衛星のセンサが観測できる大気上端放射輝
度から，太陽高度による影響や大気による影響を取り除
いた，地物の物理量である．

反射率ベースのアプローチの利点：
分光反射率はセンサや観測条件に概ね依存しない
分光反射率のしきい値はシーンに依らず決定できる
分光反射率特性から地物を推測できる
分光反射率特性は影・照り返しでも保存される

このシステムを構築し，その後，拡張していく．
変化情報抽出方法の考案
多時期のアーカイブデータの活用方法の考案
変化情報提供方法の考案

ピクセルベース
変化検出手法の調査

今日までに，多くの研究者がピクセルベース変化検
出手法（衛星データをデジタル画像として扱い，デジ
タル画像の比較により変化検出を行うアプローチの手
法）を提案している[1]-[3]．まず，これらの手法の調
査し，自動変化検出に向けた課題検討をおこなった．

その結果，変化検出手法による影響よりも，補正手
法やしきい値設定による影響が支配的であり，この問
題を優先して解決しなくてはならないことがわかった．

自動変化検出の課題：
検出結果から目的の変化抽出
サブピクセルオーダでの整合
シーン非依存のしきい値決定
マルチスペクトルの変化分析基準設定
影・照り返しによる局所的影響の補正
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２つの手法の検出結果を合成
シアン：バンド間差分のみで検出
赤：正準変量差分のみで検出
白：両方の手法で検出

２時期間の色調調整
１次回帰式により片方の
画像の画素値を変換する

２時期間の変化検出
各手法を適用し，手法毎

に変化指標を得る

変化指標の２値化
変化指標をしきい値２σ
で変化／無変化に２値化
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